
現在の御前崎港
平成 16 年からは、多目的国際ターミナルとし
て海上コンテナ輸送を開始し、現在は、中国・
タイ・ベトナム航路が就航しています。近年で
は、クルーズ船の寄港などにより人々が交流す
る海の玄関口としての役割も期待され、物流と
地域振興の更なる発展が望まれています。

昭和 20～ 30 年代の御前崎港昭和 20～ 30 年代の御前崎港
昭和 23 年に工事着手した防波堤は 10 年の昭和 23 年に工事着手した防波堤は 10 年の
歳月を費やして完成し、付近を航行する船舶歳月を費やして完成し、付近を航行する船舶
の避難港として利用されてきました。地方港の避難港として利用されてきました。地方港
湾として東埠頭が整備され、砂・砂利を取り湾として東埠頭が整備され、砂・砂利を取り
扱うことで戦後の経済復興を支えてきました。扱うことで戦後の経済復興を支えてきました。
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